
EAST Club通信
2004年度最後の勉強会
島田　朗先生を迎えて

新しいインスリン製剤を使いこなすための基礎知識
慶應義塾大学医学部内科
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本年度第１号を　
お届けします
昨年度は１回しか発行

できずに申し訳ありません
でした．今年は、頑張って
３回は発行したいと思いま
すので皆さんのご協力をお
願いします．
最初に、先日の勉強会

の島田　朗先生の講演録を
お届けします．大変忙しい
ところを原稿を書いて下さ
いましたことにお礼申し上
げます．
　ところで、お気

付きと思いますが、本
号からEast Club通信を
おしゃれにしてみ
ました．いかが
でしょうか．　
T.M.
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表：生理的なインスリンの出方とインスリンの種類との関係
基礎分泌（基盤になる［一日中出ている］インスリン）の補充

中間型 （N）
持効型 （U、グラルギン(G)）

追加分泌（食事をした後に出るインスリン）の補充
速効型 （R）
超速効型 （リスプロ(L)、アスパート(A)）
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2005年度総会、勉強会のお知らせ 

本年度第１回の勉強会は、大阪・堺市の恵清
会病院副院長の北岡治子先生をお招きし、危険
な低血糖を予防するにはどうしたらよいか教え
て頂きます．奮ってご参加下さい．
仮題「重症低血糖の予防」
日時：５月29日（日）午後１時30分より
会場：さいたま市民会館浦和（浦和駅西口よ　　　　　　　

� 　　り徒歩７分）
住所：さいたま市浦和区仲町2-10-22

TEL：048-822-7101

毎日ライフ７月号
特集「１型糖尿病のすべて（仮題）」
ー患者さんと家族のための生活ガイドー
１型糖尿病を患者さんに理解してもらうため

に、上記の出版を毎日新聞社にお願いし、快諾
頂きました．本年６月に発行予定で、East Club
指導医の丸山太郎を始め、島田　朗先生、内潟
安子先生、大森安江先生、石井昌俊先生など、
皆さんよくご存じの先生方に書いて頂いていま
す．是非、ご購読下さい．
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図２ｂ：RRRN(LLLG)に朝もしくは昼N(G)を加えると血糖が安定す
るこ　とがある

お知らせ

お願い：本年より、「さかえ」の発送をヤマト運輸に依頼しています。住所変更の連絡がありませんと転居先への
配送はできません。住所を変更されたときは、必ず、事務局へご連絡ください。
事務局：埼玉県さいたま市浦和区北浦和４−９−３　埼玉社会保険病院　内科　丸山太郎


